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（
財
）
日
本
消
防
協
会
が
、
消
防
用
資
材
の

交
付
な
ど
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
、
防
火
防

災
共
済
還
元
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
日
野
町

消
防
団
（
宮
脇
光
男
団
長
）
へ
防
災
広
報
車

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
に
町
役
場
前
で
行
わ
れ
た
引
渡

２５

式
で
は
、
景
山
享
弘
町
長
が
、「
昨
年
は
全
国

消
防
操
法
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ

の
努
力
が
実
っ
た
。
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
さ
ら
に
精
進
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
脇
団
長
が
、「
こ
れ
で
防
火
啓
発

や
後
方
支
援
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
消
防
活

動
が
で
き
る
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
一
層
励
み
た
い
」
と
話
し
、
車
両
が
引
き

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
車
両
は
、
火
災
予
防
の
広
報
活

動
や
、
災
害
時
の
情
報
収
集
な
ど
、
よ
り
き

め
細
か
い
消
防
活
動
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

まちの介護予防だより　連載⑨
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

低
栄
養
状
態
に

な
り
や
す
い
理
由

①
身
体
的
な
理
由
＝
か
む
力
、
飲

み
込
む
力
の
低
下
▽
手
や
足
の
機

能
低
下
▽
病
気
や
け
が

②
社
会
的
な
理
由
＝
ひ
と
り
暮
ら

し
で
料
理
を
し
な
い
▽
人
と
一
緒

に
食
べ
る
機
会
が
少
な
い

③
精
神
的
な
理
由
＝
う
つ
状
態
で

食
欲
が
な
い

　

今
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う

①
三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
主
食
、

主
菜
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う

　

「
茶
碗
に
大
皿
、
小
皿
に
小
鉢
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
主
菜

の
大
皿
に
は
、
た
ん
ぱ
く
源
と
な

る
魚
や
肉
、
卵
や
大
豆
製
品
な
ど

を
。
小
皿
や
小
鉢
に
は
野
菜
料
理

な
ど
を
。

②
活
動
的
に
生
活
し
て
食
欲
を
増

進
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

運
動
や
趣
味
、
社
会
参
加
な
ど
、

活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ

り
食
欲
が
増
進
し
、
生
活
機
能
も

向
上
し
ま
す
。

③
家
族
や
友
人
と
の
会
食
の
機
会

を
増
や
し
ま
し
ょ
う

　

人
と
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
す

る
と
自
然
に
食
欲
が
わ
き
、
い
ろ

い
ろ
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
１
日
１
・
５
㍑
を
目
安
に
水
分

を
と
り
ま
し
ょ
う

　

脱
水
症
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
ま
め

に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
生
活
機
能
の
低
下
が

み
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、
筋
力
向

上
・
栄
養
改
善
・
口
腔
機
能
向
上

の
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
日
野
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
７２

１
８
５
２
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

車体にスピーカーを内蔵し、
皆さんへ防火を呼びかけます

防災の誓い新たに

介
護
予
防
と
栄
養
改
善

　

た
ん
ぱ
く
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
た
低
栄
養
状
態
は
、
筋
力
や
骨
量

を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
閉
じ
こ
も
り
や
う
つ
、
認
知
症
の
要
因
に
も

な
り
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
に
な
る
主
要
な
原
因
で
あ
る
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
や
骨
折
、

転
倒
な
ど
は
、
低
栄
養
状
態
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

１
日
３
食
を
お
い
し
く
・
楽
し
く
・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
介
護

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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か
つ
て
の
宿
場
町
、
根
雨
宿
の
面
影

を
残
す
、
本
陣
の
門
（
根
雨
）
の
屋
根

の 
葺 
き
替
え
が
、
１
月
末
か
ら
２
月
初

ふ

め
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
陣
の
門
は
、
昭
和　

年
に
、
本
陣

４５

跡
（
旧
根
雨
郵
便
局
）
か
ら
現
在
の
場

所
に
移
設
さ
れ
、
昭
和　

年
に
、
町
の

５４

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

門
の
屋
根
は
、
日
本
古
来
か
ら
伝
わ

る
こ
け
ら

・

・

・

葺
き
。
薄
い
木
の
板
を
何
枚

も
重
ね
て
い
く
方
法
で
、
高
い
技
術
が

必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
遠
藤
工
務
店
（
根
雨
）
が

施
工
し
、
宮
大
工
の
熟
練
の
腕
に
よ
り
、

　

年
ぶ
り
の
葺
き
替
え
が
見
事
に
完
成

１２し
ま
し
た
。

板の厚さは約２～３㍉と、板葺きの中でも一番薄い

熟
練
の
技
で
生
ま
れ
変
る

　

昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
人
を
表
彰
す
る
、「
第　

回
日
本
海
新

１０

聞
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
」
の
表
彰
式
が
、
３
月
６

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
最
優
秀
賞
に
、
西
村
渚
さ
ん

（
福
長
）
と
小
谷
真
由
さ
ん
（
津
地
）
が
、

奨
励
賞
に
は
、
柴
田
税
さ
ん
（
根
雨
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
と
小
谷
さ
ん
は
、
中
国
地
区

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
で
、
県
代

表
と
し
て
団
体
戦
で
優
勝
す
る
な
ど
、
各

種
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
実
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
柴
田
さ
ん
は
、
冬
季
国
体
の
バ
イ

ア
ス
ロ
ン
競
技
に　

回
に
わ
た
っ
て
出
場

１０

し
、
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
す
べ
て
入

賞
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
景
山
町
長
か
ら
、
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

左から、柴田さん、西村さん、小谷さん

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
貢
献

　

２
月　

日
、
ホ
ー
ル
と
共
に
歩
む
会
（
木

１５

島
泰
代
表
）
主
催
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「
桂
小
文
吾
落
語
ラ
イ
ブ
」
が
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ
で
開
か
れ
、
約　

人
が

６０

参
加
し
ま
し
た
。

　

桂
小
文
吾
さ
ん
（
米
子
市
在
住
）
は
京
都

出
身
。
落
語
会
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
、
山

陰
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

小
文
吾
さ
ん
は
、「
笑
い
は
人
生
の
宝
。

笑
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
解
消
で
き
健
康

に
な
る
。
笑
顔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
話
や
創
作
落
語
「
日
野
川
の

カ
ッ
パ
捕
り
」
な
ど
を
披
露
、
客
席
か
ら
は

大
き
な
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

俳優としても活躍していた小文吾さん

笑
い
は
人
生
の
宝

　

３
月　

日
、
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
（
長
野

２０

県
）
で
開
か
れ
る
、
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
Ｃ
Ｕ
Ｐ
本
州
決
勝
大
会
に
、
鳥
取
県
代

表
と
し
て
、
根
雨
小
学
校
６
年
の
多
賀
駿

平
さ
ん
（
根
雨
）
と
、
長
谷
川
智
哉
さ
ん

（
三
土
）
が
、
男
子
大
回
転
の
部
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
人
が
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
の
は
初

め
て
と
の
こ
と
。
多
賀
さ
ん
は
、「
３
歳
か

ら
ス
キ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
大
会
で
は
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
、
長
谷
川

さ
ん
は
、「
大
会
は
楽
し
み
。
全
力
で
滑
り

き
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

全
力
の
滑
り
を
誓
う

左から長谷川さん、多賀さん


